
《どうでもいい話、その 589》 

 

どうでもよくない皆様へ 

こんにちは！ 残暑お見舞い申し上げます。 

学校は夏休みで、今は子供たちを相手にマジックなどを行うボランティアが多く、

先日、児童館で小学校低学年を相手にマジックをしました。童謡の「むすんで、ひら

いて」の曲に合わせて、絵に描いたグーとパーの手が変化するマジックなので「み

んないっしょに歌いましょう！」と声をかけたところ「そんな歌 知らない」だって。

時代は移り変わってます。むかし子供たちが歌った童謡の中で、今は歌われない曲

があり、それは歌詞に問題があると思われます。「雀の学校」は、♪チィチィパッパチ

ィパッパ雀の学校の先生は、ムチを振り振りチィパッパ・・♪ と、先生が雀の児童た

ちをムチで叩いてパワハラしています。また「山寺の和尚さん」は、♪山寺の和尚さ

んが、毬をけりたし毬はなし、猫をかん袋に押し込んで、ポンとけりゃニャンとな

く・・♪ こちらは動物虐待パワハラです。そして「赤いくつ」は、♪赤いくつはいて

た女の子、異人さんにつれられて行っちゃった♪ これは少女誘拐犯罪でセクハラで

す。では「むすんで、ひらいて」は、どこが問題なのか。♪手をうってむーすんで、

マタ開いて・・♪ こちらはセクハラとマタハラです。 

                               岩波より 

 ＊またまた どうでもいい手前みその話ですが、前回、神戸市長より表彰されたことをお伝えし

ましたが、市長へお礼と市長がコロナに感染したので、お見舞いの書状を送ったところ、市長より

返信の手紙がありましたので、その内容を添付ファイルにてお送りします。 

  一市民に対しても、きちんと対応される誠実でまじめな久元市長のお人柄に感心しました。 




